
主催 日本歴史学協会 日本学術会議史学委員会
同 教育現場・社会における歴史実践と歴史認識に関する分科会

歴史教育シンポジウム：歴史総合をめぐって（8）

2024年10月27日 (日曜日) 午後1時～５時

ハイブリッド開催 対面会場：一橋大学（東キャンパス） 東2号館 2201教室

※参加ご希望の方は下記URL・右QRコードよりお申し込み下さい（〆切10月26日）。

※報告レジュメ等は、当日、チャット等で共有させていただきます。

https://keio-univ.zoom.us/meeting/register/tZcvdemvpzoiHdJ0-fe5ttDt9KVl04ZkrcLJ

※対面会場アクセス：下記URL・右URLコードで表示される地図31番の建物です。

https://www.hit-u.ac.jp/guide/campus/campus/index.html

※参加費無料・どなたでも参加できます。
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歴史総合における史資料を用いた授業実践

このシンポジウムでは、昨年まで「歴史総合」について７回検討してきた。すでに歴史総合の授業が始まって３年目
に入り、日本史探究と世界史探究の授業が始まって２年目になっている。
歴史総合と日本史探究や世界史探究の教科書を見ると、従来の教科書に比較して、文字資料を始め、絵画資料・

写真・地図・グラフや表などが、格段に増加している。しかし、その史資料の持っている歴史的意味や授業での使い
方に関しては、教科書では必ずしも充分に説明されていない。
今回のシンポジウムでは、このような状況を受けて、教科書に掲載されている史資料を始めとして、教科書に掲載

されていない史資料にまで視野を広げて、歴史教育における史資料について考えてみたい。充実した授業をどう作る
かが歴史総合と日本史探究・世界史探究をより充実される鍵であろうと考える。 

歴史総合・日本史探究・世界史探究の史資料を使う 
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